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一般社団法人日本人間工学会第 41回理事会 議事録 

 

1.開催日：平成 30年 3月 1 日（木） 17：00～19：10 

2.開催場所：日本大学理工学部駿河台キャンパス 5号館 2階 524会議室 

3.出席理事：                                   ＜敬称略＞ 

・理事会構成員(26名・定足数 14名以上) 

(理 事)：堀江良典(理事長)，榎原毅(副理事長､改革･戦略)，青木和夫(表彰)，赤松幹之(編集)，阿久

津正大，大内啓子(財務)，岡田明（企画），小谷賢太郎(国際､ACED2017･第 58回大会) ，斉藤

進(子供の ICT活用）,申紅仙,鳥居塚崇(ACED2017･第 58回大会)，中西美和(総務),福住伸一(認

定機構)，松田文子(広報)，三宅晋司(財務)，横井孝志(ISO/TC159), 横山清子(学術),吉村健

志                  ［18名］                                                                                         

(理事兼支部長)：斎藤真(東海),三林洋介(関東)，臼井伸之介(関西),村田厚生(中国･四国)，和田親宗(九

州･沖縄)［5名］                          [計：23名]                         

(欠席者)：大橋智樹(東北､総務、第 59回大会)，河合隆史，藤田祐志(IEA) 

・監事：酒井一博 

・ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：石橋基範(倫理指針、選挙)，大須賀美恵子,平沢尚毅,吉武良治 

・事務局：米倉裕美 

※下線はネット会議出席者 

※出席者の都合上、議事順を一部変更した 

 

4.議事概要 

定足数 14名を超える 23名の理事の出席を得て理事会が成立したことを確認した後，定款に従い理事

長を議長として議事を進行した． 

 

 

【審議事項】 

（1）第 1号議案 2019年の第 60回大会開催地について（理事長） 

堀江理事長より,第 60 回大会を日本大学理工学部駿河台キャンパス（大会長：青木和夫先生）で開

催したい旨,説明があり承認された.また,就職活動を控えた学生にも広く参加してもらえるよう大

会開催時期の検討が必要であると意見があった. 

 

（2）第 2号議案 5研究部会の継続申請について（理事長） 

堀江理事長より，平成 29年度末で設置期間が終了する 5研究部会より継続申請があり、継続理由等

の説明があった.4部会（航空人間工学部会,アーゴデザイン部会,感性情報処理・官能評価部会,海事

人間工学部会）は,審議を経て継続が承認された.未承認の 1部会については第 3号議案に記す. 

 

 

（3）第 3号議案 看護人間工学部会について（斎藤真理事） 

斎藤真理事より,看護人間工学部会の活動内容の問題点について指摘があった.審議の中心となった

のは同部会が発行する原著論文を掲載する部会報であるが,著作権,発行責任とも係わる問題なので,

編集委員会が論点を整理し,次回理事会で改めて審議することとなった.同部会は平成 29年度末で設

置期間が終了するが継続申請がある.継続については,研究部会の構成,運営の見直しを求め,保留と

なった.

   

 

（4）第 4号議案 IEA awardの推薦について（表彰委員会,国際協力委員会） 

  小谷国際協力委員長より,（公財）大原記念労働科学研究所,野呂影勇氏を IEA による国際表彰へ推

薦したい旨説明があり,承認された. 
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（5）第 5号議案 その他  なし 

 

【報告事項】 

（1）総務報告 

（1-1）一般社団法人日本人間工学会第 40回理事会議事録 

中西総務理事より，メール審議を経て第 40回理事会議事録が確定した旨報告があった． 

（1-2）会勢報告（2月末） 

平成 30年 2月末現在，会員数 1,444名，賛助会員 29社 30口．  

（1-3）メールによる審議および報告事項の結果について 

メール審議および報告事項 5件の結果報告があった． 

（2）財務報告 

三宅財務理事より，平成 30年 1月度収支決算の報告があった． 

（3）第 59回大会準備状況 

大橋大会長欠席のため堀江理事長より,申込状況の報告があった. 

（4）担当・委員会報告 

(4-1) 広報委員会 

松田委員長より，関東支部大会にて ERGO Directoryの登録促進ブース設置,取材対応,GP賞準備状

況の報告があった. 

(4-2) 編集委員会 

赤松委員長より，学会誌編集状況，論文投稿数及び採択状況についての説明,GPデータベースより

新カテゴリへの投稿へ活かせる事例を広報委員会と連携して考えていきたいとの報告があった. 

(4-3) 国際協力委員会 

   小谷委員長より,日韓共同ジョイントシンポジウム,ACED2020への引継ぎ会議の開催,IEA2024開 

催国についての報告があった. 

(4-4) ISO/TC159国内対策委員会（JENC） 

横井委員長より,平成 29 年度工業標準化推進事業の状況,JENC 委員の見直し,今年度の規格審議件

数,ISO/TC159総会を東京で開催した旨,報告があった. 

(4-5) 企画担当 

岡田企画担当理事より,本部・関東支部共催の教育講演の実施報告があった. 

(4-6) 第 6期選挙管理委員会 

石橋委員長より,選挙の進捗状況,選挙費用,電子投票化の残課題について報告があった. 

（5）支部報告 

(5-1) 北海道支部 

平沢先生より,11月に支部総会および支部大会を開催した旨,報告があった. 

(5-2) 東北支部 

(5-3) 関東支部 

三林支部長より,12月に支部大会・卒業研究発表会を開催した旨,支部役員選挙の完了,および見学

会・講演会を 3月に鉄道総合技術研究所で開催予定との報告があった. 

(5-4) 東海支部 

斎藤支部長より,10月に研究大会を開催した旨,3月に支部役員会を開催予定との報告があった. 

(5-5) 関西支部 

臼井支部長より,12月に支部大会を開催した旨,報告があった. 

(5-6) 中国・四国支部 

村田支部長より,12月に 50回記念の支部大会を開催した旨,報告があった. 

(5-7) 九州・沖縄支部 

和田支部長より,12月に支部大会を開催した旨,および支部役員選出完了の報告があった. 

（6）協賛等の依頼 

中西総務理事より,合計 22件の依頼について,協賛及び後援する旨報告があり,承認された． 

 

（7）その他 

(7-1) 平成 30年定時社員総会資料作成に向けての予定 
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中西総務理事より，平成 30年定時社員総会資料作成に向けて日程等の説明があった. 

(7-2) 堀江理事長より,第 42 回理事会を平成 30年 5月頃に開催予定で,日時・場所については後日ア

ンケートを実施する旨,第 43回理事会を 6月 1日,第 44回理事会を 6月 2日に開催する旨,説明が

あった.  

(7-3) 福住認定機構長より,認定試験 B方式が来年度で最後であるとの告知があった. 

(7-4) 鳥居塚安全人間工学副委員長より,安全工学シンポジウムの告知があった. 

（8）閉会 

以上の議事を終え，19時 10分に閉会した． 

上記の決議を明確にするため，代表理事，監事がこれに記名押印する． 

 

 

平成 30年 3月 1日 

 

 代 表 理 事 堀 江 良 典㊞ 

 

 監 事 酒 井 一 博㊞ 

 


